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１

平均正答数
13.8／21問

平均正答率
65.7％

◎は経年
比較の問
題で、そ
の時の平
均正答率
を示して
います。

平均正答数
の５割未満

2.9％



結果の概要２

◎ヘチマの実の中に種子ができることや冬のヒキ
ガエルの様子、暖かくなったときの植物と動物の
様子を問う、基礎的・基本的な知識・技能を確認
する設問においては、定着状況が良好である。

△Ｈ２４全国調査結果で課題の見られた方位磁針の
使い方については、正答率は上昇したが、依然と
して課題が見られる。また、燃焼後の酸素と二酸
化炭素の割合の理解について課題が見られる。

△グラフを基に、実験結果を科学的な言葉や概念
を使って表現する設問において、実験結果を示
すグラフを分析して、全体の傾向を読み取り数
値を用いて説明することに課題が見られる。



解答類型（２）

３（２）
方位磁針の文字盤の北を、
社会科で学習する地図と
同じものだと誤解してい
るため、北が上にくると
思い込んでしまい、文字
盤が北を示している２を
選択した誤答が多くなっ
たと考えられる。

３



４ Ｈ２７県調査 中１ (参考)Ｈ２４全国調査 小４

小学校第３学年の学習内容で
あるため、その後の学習機会
が少ない現状が予想される。
方位磁針の針は磁石であり、
常に北と南を指して止まると
いう、方位磁針の機能につい
て理解させることが大切。

１を選択→24.3％（全国27.3%)
２を選択→30.2％（全国29.0%)

正答
36.6％ 34.4％

13.2％ 9.8％



①色の付いた針はいつも北
を指すことを確認させる。

②文字盤の北は地図で示す
ような「上方が北である」
という誤認識を解消させる。

③文字盤の北と色の付いた
針を合わせれば、方位が分
かることを実感させる。

５ 方位磁針の使い方におけるつまずきに対する指導例

誤認識



６

燃焼において、酸素の一部
が使われ二酸化炭素ができ
ることにより割合が変化す
ることを気体検知管を用い
て測定させることが大切。

解答類型（３）

植物体の燃焼では、空気中
の酸素が使われて、二酸化
炭素ができることの理解は
できているが、定量的な理
解ができていない。

Ｈ２７県調査 中１

4.0％

23.0％ 42.6％

正答
29.4％



７ 気体検知管の使い方に対する指導例

６年：燃焼の仕組み

６年：人の体のつくりと働き

植物体の燃焼で、空気中
の二酸化炭素が増加する。
⇒ 石灰水の白濁で確認す
ることができる。

気体検知管の使い方を正しく指導しておくことが次の学習につながってくる。

目に見えない酸素と二酸
化炭素の燃焼後における、
粒子の量的変化（割合）を
実感をもって理解させる。
⇒ 気体検知管を用いて確
認する。

吸う空気、吐く空気に含まれる酸素と二酸化炭素の量の違
いを、定量的に確かめさせることができる。



８ Ｈ２７県調査 中１

① ミョウバン
② 水の温度が20℃のとき、ミョウバンは15ｇとけることができないから。【完答】



解答類型（５）９

正答とした理由(解答類型①②）
・溶けた量の数値を使って説明することができる。

不十分な理由(解答類型③）
・ミョウバンが溶け残るということについて説明がされていない。
・問題文に指示されている「グラフの溶けた量の数値」を使っていない。
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解答類型（５）(参考)Ｈ２４全国調査 小４

「午前10時から正午まで木
の影がない」という情報と、
気温の変化を関連付けて考察
することができていない。

正答率：15.9％（全国16.9%)
「時間を示す趣旨」が必須、「天気の様子」「気温の変化」を記述することが必要



数値を使って自分の考え（考察）を説明させる

「物が水に溶け
る量は水の温度
や量、溶ける物
によって違うこ
と」

小学校学習指導要領
第5学年A(1)イより
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実験を行い、その結果を表にまとめたり、グラフに示したり

することにより、客観的に物の溶け方を理解させる。また、

実験結果を基に、自分なりの解釈を科学的な言葉や概念を

使って表現させるための考察の時間を十分に確保することで、

理科における言語活動の充実を図ることにつながる。



観察・実験のデータを分析し、根拠や
理由を示しながら自分の考え（考察）
を記述することができるようにさせる
指導の充実を目指しましょう。

○ 調査結果を踏まえて、児童生徒の実態を把握した授業を展開する。
◆ 小学校では、「楽しい」だけで終わらない観察・実験を行う。
◆ 中学校では、入学時の学習の定着状況を基に授業計画を作成する。

○ 実験結果を分析して，全体の傾向や共通性を捉えて考察させる。
◆ 複数回の実験結果をまとめて考察させる。

（１回（個人）だけで、傾向や共通性をつかませるのは難しい。
班活動を取り入れるなど、観察・実験の形態を工夫する。）

◆ 数学科の学習などと関連させ，実験結果を表やグラフに整理して、
傾向を捉えやすくしながら分析できるような指導を行う。

◆ 観察・実験の前に自分の考えを明らかにできるよう、観察・実験
のねらいを明確に示す。

◆ 観察・実験の後に他者の考えと共有化を図りながら、科学的な見
方や考え方として定着できるように指導する。
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